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代謝工学による wholecropの

直接発酵に適接 酵 した担子菌の開子 発

バイオマスから安価に効率よくエタノールを生産するための方法として、糖化酵素の生産、

バイオマスの糖化及びエタノール発酵を単独の生物により1バッチで行うCBPという方法

が知られています。エノキタケFv-1株は糖化酵素とエタノールを共に生産可能であること

から、CBP生物として利用できる可能性があります。エノキタケをより優れたCBP生物に

改良するためには遣伝子組換えを行う必要があります。

そこでFv-1株の這伝子組換え系を構築し、異種遺伝子発現をエノキタケで行うことがで

きるようにしました。この技術を利用し、エノキタケが発酵に利用できなかったペントース

からのエタノール変換率を25～35％に改善しました。また糖化酵素を強化し、結晶性セ

ルロースからのエタノール変換率50%の株を作出しました。

l1Fv-1遺伝子組換え系の構築
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エノキタケを組換えるために必

要なベクタープラスミドを作製し

ました。エノキタケ菌糸からプロ

トプラストを作製し、制限酵素を

用いた方法で、形質転換体を得る

ことに成功しました。また、遺

伝子を発現させるためのプロモー

ターを新たに取得し、異種遺伝子

の発現量を増加させることが出来

ました。
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ペントース代謝関連遺伝子を複数の生物から取得し、ベクターへのクローニング後、Fv-1株へ導

入し、形質転換体を得ることに成功しました。形質転換体を培養し、ペントースからのエタノール生

産能を測定した結果、命α力aromyce.夕､,Arabi上御乃方等の遺伝子を導入した株で、ペントースからの
エタノール変換率が25～35％に向上したことを確認しました。
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遣伝子を取得し、Fv-1株へ導入することで、セルロース糖化能の向上した株を取得しました。これ

らの遺伝子は異種遺伝子発現が困難でしたが、Fv-1の宿主一ベクター系を使用することで、その発現

に成功しました。またFv-1の遺伝子破壊株を作製したことで、糖化能が強化され、糖化酵素を全く

添加していない場合でもエタノール変換率50％という株を作製することができました。
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2.ペントースからのエタノール発酵能強ｲヒ

S・セルロース糖化能の強化
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